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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　バレーボール用のネットに取り付けるアンテナを収納する、上端側が開放した袋状のア
ンテナ収納体と、
　該アンテナ収納体の側部に連続して形成された帯体とを有し、
　該帯体の上端側には、該帯体と同程度の幅で同程度の長さのネット挟持片が、二つ折り
状態でネットを挟み込み可能に接続されており、
　該帯体の下端側には、該帯体と同程度の幅で前記ネット挟持片の下部と重なる長さの固
定片が、折り返し可能に接続されており、
　該帯体の上端部、中間部、下端部のネット挟持片との接触面である内側面には、帯体用
面ファスナーの一方が取り付けられ、
　前記ネット挟持片の上端部、中間部、下端部の帯体との接触面である内側面には、帯体
用面ファスナーの他方が取り付けられ、
　該ネット挟持片の下端部の外側面には、固定片用面ファスナーの一方が取り付けられ、
　前記固定片の下端部のネット挟持片との接触面には、固定片用面ファスナーの他方が取
り付けられ、
　前記帯体の上端部、中間部、下端部の外側面には、前記アンテナ収納体を巻き込んで帯
体の横方向に巻き付く横巻固定体が取り付けられ、
　該横巻固定体は、一方の面に横巻固定体用面ファスナーの一方が取り付けられ、他方の
面に横巻固定体用面ファスナーの他方が取り付けられ、
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　前記横巻固定体の帯体への取り付け箇所に、補強片が取り付けられていることを特徴と
する、バレーボールアンテナ取付具。
【請求項２】
　前記ネット挟持片の上端部、中間部、下端部の帯体との接触面である内側面には、帯体
用面ファスナーの他方が取り付けられると共に、帯状の補強帯が形成されていることを特
徴とする、請求項１に記載のバレーボールアンテナ取付具。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、バレーボールアンテナ取付具に関し、詳細にはバレーボールを行う際に、バ
レーボール用のネットに取り付けるバレーボールアンテナ取付具に関する。
【背景技術】
【０００２】
　バレーボール用のネットに取り付けるバレーボールアンテナ取付具として、特許文献１
に記載のものが知られている。
【０００３】
　該特許文献１に記載のバレーボールアンテナ取付具は、ネットの縦方向の長さに対応し
たアンテナ収納部と、該アンテナ収納部に続くコートライン対応帯を有し、該コートライ
ン対応帯の上下端部に、面ファスナーによるネットへの取付片を取り付けたものである。
　該バレーボールアンテナ取付具によれば、設置の際には、コートライン対応帯を、床面
に張られたラインテープに合わせることによって、アンテナの垂直出しを容易に行うこと
ができる。
　この際、面ファスナーによって、ネットの上下端の部分を挟み込んだ状態で固定するこ
とができるので、バレーボール用アンテナの設置が容易となる。
【０００４】
　ここで、コートライン対応帯の中間部に、面ファスナーによる取付片を取り付けたもの
は、上下端だけでなく、中間部においてもネットの一部を挟み込んだまま固定するので、
強固にバレーボールアンテナを取り付けることができる。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】特開２０１７－５５８５７号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　特許文献１に記載のバレーボールアンテナ取付具は、主にキッズでの使用を考慮したも
のであるため、高校生レベルの競技者が使用すると、中間部に面ファスナーによる取付片
を取り付けたとしても、ネットにボールがかかる衝撃により、面ファスナーによる取り付
け箇所がずれて、バレーボールアンテナの垂直状態を保てなくなる場合があった。
　そこで、バレーボール用アンテナの設置が容易であり、さらに、高校生レベルの競技者
が使用しても、バレーボールアンテナの垂直状態を保つことができる、バレーボールアン
テナの取付具が望まれていた。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　本発明の課題を解決するための手段は、下記のとおりである。
【０００８】
第１に、
　バレーボール用のネットの縦方向長さと同程度の長さを有し、バレーボール用のネット
に取り付けるアンテナを収納する、上端側が開放した袋状のアンテナ収納体と、
　該アンテナ収納体の側部に連続して形成されたバレーボールのコートラインと同じ幅の
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帯体とを有し、
　前記アンテナ収納体が、収納するアンテナの色分けと同じ色と間隔で、白色と赤色に色
分けされており、
　該帯体の上端側には、該帯体と同程度の幅で同程度の長さのネット挟持片が、二つ折り
状態でネットを挟み込み可能に接続されており、
　該帯体の下端側には、該帯体と同程度の幅で前記ネット挟持片の下部と重なる長さの固
定片が、折り返し可能に接続されており、
　該帯体の上端部、中間部、下端部のネット挟持片との接触面である内側面には、帯体用
面ファスナーの一方が取り付けられ、
　前記ネット挟持片の上端部、中間部、下端部の帯体との接触面である内側面には、帯体
用面ファスナーの他方が取り付けられ、
　該ネット挟持片の下端部の外側面には、固定片用面ファスナーの一方が取り付けられ、
　前記固定片の下端部のネット挟持片との接触面には、固定片用面ファスナーの他方が取
り付けられ、
　前記帯体の上端部、中間部、下端部の外側面には、前記アンテナ収納体を巻き込んで帯
体の横方向に巻き付く横巻固定体が取り付けられ、
　該横巻固定体は、一方の面に横巻固定体用面ファスナーの一方が取り付けられ、他方の
面に横巻固定体用面ファスナーの他方が取り付けられていることを特徴とする、
　バレーボールアンテナ取付具。
第２に、
　前記横巻固定体の帯体への取り付け箇所に、補強片が取り付けられていることを特徴と
する、前記第１に記載のバレーボールアンテナ取付具。
第３に、
　前記ネット挟持片の上端部、中間部、下端部の帯体との接触面である内側面には、帯体
用面ファスナーの他方が取り付けられると共に、帯状の補強帯が形成されていることを特
徴とする、前記第１または第２に記載のバレーボールアンテナ取付具。
第４に、
　前記横巻固定体が、前記帯体の上端部に２本、中間部に２本、下端部に２本、各々取り
付けられていることを特徴とする、前記第１～第３のいずれか一つに記載のバレーボール
アンテナ取付具。
第５に、
　前記横巻固定体が、前記帯体の上端部に１本、中間部に１本、下端部に１本、各々取り
付けられていることを特徴とする、前記第１～第３のいずれか一つに記載のバレーボール
アンテナ取付具。
第６に、
　前記横巻固定体が、前記アンテナ収納体を巻き込んで前記帯体の横方向に巻きつけた際
に白色部分に巻き付くように、前記帯体の上端部、中間部、下端部に取り付けられている
ことを特徴とする、前記第１～第５のいずれか一つに記載のバレーボールアンテナ取付具
。
【発明の効果】
【０００９】
　本発明によれば、以下の効果を奏することができる。
【００１０】
　本発明のバレーボールアンテナ取付具によれば、面ファスナーによって、帯体とネット
挟持片とでネットを挟みことで設置するので、バレーボール用アンテナの設置が容易であ
る。
　また、帯体の外側面には、アンテナ収納体を巻き込んで帯体の横方向に巻き付く横巻固
定体が取り付けられ、該横巻固定体は、一方の面に横巻固定体用面ファスナーの一方が取
り付けられ、他方の面に横巻固定体用面ファスナーの他方が取り付けられているので、帯
体とネット挟持片とで挟みこまれたネットが、横巻固定体によって強固に固定される。
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【００１１】
　特に、横巻固定体の帯体との接続箇所に、補強片を設けたものは、設置の際に大きな力
で取り付けても、帯体が湾曲して潰れるように変形してしまうこともないので、より強固
に固定される。
　さらに、ネット挟持片に補強帯を設けることで、使用中にボールが強くぶつかっても、
取り付け位置を保つことができる。
【００１２】
　そのため、高校生レベルの競技者が使用しても、バレーボールアンテナの垂直状態を保
つことができる。
　その上、帯体の下端側に折り返し可能に固定片を取り付けたものは、より強固に固定す
ることが可能となる。
【図面の簡単な説明】
【００１３】
【図１】本発明に係るバレーボールアンテナ取付具の実施例１の使用状態を示す説明図で
ある。
【図２】図１の矢印方向における縦断面図である。
【図３】本発明に係るバレーボールアンテナ取付具の実施例１の背面図である。
【図４】本発明に係るバレーボールアンテナ取付具の実施例１の前面図である。
【図５】本発明に係るバレーボールアンテナ取付具の実施例２の使用状態を示す説明図で
ある。
【図６】図５の矢印方向における縦断面図である。
【図７】本発明に係るバレーボールアンテナ取付具の実施例２の背面図である。
【図８】本発明に係るバレーボールアンテナ取付具の実施例２の前面図である。
【図９】図７のＡ－Ａ断面図である。
【発明を実施するための形態】
【００１４】
　以下、本発明を実施するための形態を、図面を参照しつつ具体的に説明する。
　ここで、添付図面において同一の部材には同一符号を付しており、また重複した説明は
省略される場合がある。
　なお、ここでの説明は本発明が実施される一形態であることから、本発明は該当形態に
限定されるものではない。
　また、本実施例に係るバレーボールアンテナ取付具は、あくまでも構造の一例を示すも
のであり、バレーボールの競技におけるルールを考慮したものではない。
［実施例１］
【００１５】
　図１に示すように、本実施例１に係るバレーボールアンテナ取付具は、上部白帯１１と
下部白帯１２とネット本体１３とで構成するバレーボール用ネット１に、白色と赤色（図
面では黒色）とで色分けされたアンテナ１０を垂直状態に保つように取り付けるものであ
る。
　該実施例１に係るバレーボールアンテナ取付具は、図１に示すように、アンテナ収納体
２と、帯体３と、ネット挟持片４と、固定片５と、各取付箇所で２本を一組とする横巻固
定体８とを有するものである。
【００１６】
　図１に示すように、アンテナ収納体２は、バレーボール用ネット１の縦方向長さとほぼ
同じ長さを有するものである。
　図１～図４に示すように、アンテナ収納体２は、アンテナ１０を収納するために、細長
い帯状素材の中心線を基準にして二つ折りにして側部及び底部を縫い付けることで形成し
た上端側が開放した細長い袋状のものであり、収納するアンテナ１０の色分けと同じ色と
間隔で、白色と赤色（図面では黒色）に色分けされている。
【００１７】
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　図３～図４に示すように、帯体３は、バレーボールのコートラインとほぼ同じ幅の帯状
素材を、アンテナ収納体２の側部に沿って上から下まで縫い付けることにより、アンテナ
収納体２の側部に連続して形成したものである。
　図４に示すように、帯体３の上端部、中間部、下端部のネット挟持片４との接触面であ
る内側面には、帯体用面ファスナーのループ面６２が取り付けられている。
【００１８】
　図３～図４に示すように、ネット挟持片４は、帯体３と同じ幅で同じ長さの帯状素材を
、帯体３の上端側に縫い付けることで接続して一体化し、図２に示すように、二つ折り状
態でバレーボール用ネット１を挟み込み可能にしたものである。
　図４に示すように、ネット挟持片４の帯体３との接触面である内側面には、帯体３の上
端部、中間部、下端部の対応箇所に、帯体用面ファスナーのフック面６１が各々取り付け
られている。
　図３に示すように、ネット挟持片４の外側面の二つ折り状態での下端部（図３では上端
部）には、固定片用面ファスナーのループ面７２が取り付けられている。
【００１９】
　図３～図４に示すように、固定片５は、帯体３と同じ幅で、二つ折り状態のネット挟持
片４の下部と一部が重なる長さの帯状素材を、帯体３の下端側に縫い付けて帯体３と一体
化することで、折り返し可能に接続したものである。
　図４に示すように、固定片５の下端部のネット挟持片４との接触面には、固定片用面フ
ァスナーのフック面７１が取り付けられている。
【００２０】
　図３～図４に示すように、横巻固定体８は、帯体４の上端部、中間部、下端部の外側面
に、アンテナ収納体２を巻き込んで帯体４の横方向に巻き付くことができるように、上端
部に２本、中間部に２本、下端部に２本、テープ状素材を帯体４に縫い付けることで、各
々取り付けられたものである。
　なお、図示は省略するが、ルールに適合するように、アンテナ収納体２の赤色部分（図
面では黒色部分）に横巻固定体８がかからないようするため、アンテナ収納体２を巻き込
んで帯体３の横方向に巻きつけた際に白色部分のみに巻き付くように、帯体３の上端部、
中間部、下端部に、横巻固定体８を取り付けることもできる。
【００２１】
　図３に示すように、横巻固定体８の一方の面の中間部には、横巻固定体用面ファスナー
のループ面９２が取り付けられている。
　図４に示すように、横巻固定体８の他方の面の端部には、横巻固定体用面ファスナーの
フック面９１が取り付けられている。
【００２２】
　次に、上記のバレーボールアンテナ取付具の設置手順について説明する。
【００２３】
　アンテナ収納体２にアンテナ１０を差し込むことで収納したバレーボールアンテナ取付
具を、バレーボール用ネット１に近づけ、ネット挟持片２を反対側に投げ込み、ネット１
を帯体３とネット挟持片４とで挟み込む。
　この際、帯体３がバレーボールコートのラインと直線状になるように意識することで、
アンテナ１０を垂直にすることが容易となる。
【００２４】
　そして、帯体固定用面ファスナーのフック面６１と帯体固定用面ファスナーのループ面
６２とを合わせることで固定する。
　また、固定片５を折り返し、固定片用面ファスナーのフック面７１と固定片用面ファス
ナー７２とを合わせる。
　さらに、各横巻固定体８を、帯体３及びアンテナ収納体２の外周の横方向に巻きつけ、
横巻固定体用面ファスナーのループ面９２に、横巻固定体用面ファスナーのフック面９１
を合わせて固定する。
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【００２５】
　上記のバレーボールアンテナ取付具は、面ファスナーによって、帯体とネット挟持片と
でネットを挟みことで設置するので、バレーボール用アンテナの設置が容易となる。
　また、競技者のボールにより強い衝撃力がかかるネットの複数箇所について、面ファス
ナーで固定することで、強固に固定することが可能となる。
　そのため、高校生レベルの競技者が使用しても、バレーボールアンテナの垂直状態を保
つことができる。
［実施例２］
【００２６】
　図５に示すように、本実施例２に係るバレーボールアンテナ取付具は、前記実施例１と
同様に、上部白帯１１と下部白帯１２とネット本体１３とで構成するバレーボール用ネッ
ト１に、白色と赤色（図面では黒色）とで色分けされたアンテナ１０を垂直状態に保つよ
うに取り付けるものである。
　該実施例２に係るバレーボールアンテナ取付具は、図５に示すように、アンテナ収納体
２と、帯体３と、ネット挟持片４と、固定片５と、各取付箇所で１本による横巻固定体８
とを有するものである。
【００２７】
　図５に示す、アンテナ収納体２、帯体３、固定片５は、前記実施例１と同様のものなの
で、説明は省略する。
【００２８】
　図７～図８に示すように、ネット挟持片４は、帯体３と同じ幅で同じ長さの帯状素材を
、帯体３の上端側に縫い付けることで接続して一体化し、図６に示すように、二つ折り状
態でネット１を挟み込み可能にしたものである。
　図８に示すように、ネット挟持片４の帯体３との接触面である内側面には、帯体３の上
端部、中間部、下端部の対応箇所に、帯体用面ファスナーのフック面６１が各々取り付け
られている。
　本実施例２では、強度を向上させるために、ネット挟持片４の接触面側の両側部に帯状
の補強帯４１が形成されている。
　該２本の補強帯は、テープ状のワンナップ（登録商標）ターポリンを、ネット挟持片４
に溶着することで形成されている。
　図７に示すように、ネット挟持片４の外側面の二つ折り状態での下端部（図３では上端
部）には、固定片用面ファスナーのループ面７２が取り付けられている。
【００２９】
　図６～図８に示すように、横巻固定体８は、帯体４の上端部、中間部、下端部の外側面
に、アンテナ収納体２を巻き込んで帯体４の横方向に巻き付くことができるように、上端
部に１本、中間部に１本、下端部に１本、テープ状素材を帯体４に縫い付けることで、各
々取り付けられたものである。
　なお、図示は省略するが、ルールに適合するように、アンテナ収納体２の赤色部分（図
面では黒色部分）に横巻固定体８がかからないようするため、アンテナ収納体２を巻き込
んで帯体３の横方向に巻きつけた際に白色部分のみに巻き付くように、帯体３の上端部、
中間部、下端部に、１本で構成された横巻固定体８を取り付けることもできる。
【００３０】
　図７に示すように、横巻固定体８の一方の面の中間部には、横巻固定体用面ファスナー
のループ面９２が取り付けられている。
　図８に示すように、横巻固定体８の他方の面の端部には、横巻固定体用面ファスナーの
フック面９１が取り付けられている。
【００３１】
　本実施例２では、横巻固定体８が縫い付けられた帯体４への取り付け箇所に、硬質プラ
スチック板による補強片８１が上から取り付けられている。
　該補強片８１は、幅が帯体４の幅とほぼ同様であり、高さが横巻固定体８の幅より少し
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だけ大きなものであり、硬質プラスチック板以外にも、ステンレス板等の金属薄板、合成
ベニヤ板等の木片等で形成することもできる。
　該補強片８１の取り付けは、帯体４の素材と同様な素材で、補強片８１より大きな長方
形状の素材片を用い、横巻固定体８の帯体４への固定箇所上に載せた補強片８１を、該素
材片で覆い周囲を縫い付けることで行うことができる。
【００３２】
　本実施例２のバレーボールアンテナ取付具の設置手順についても、前記実施例１と同内
容の説明は省略する。
【００３３】
　本実施例２では、各１本の横巻固定体８を、帯体３及びアンテナ収納体２の外周の横方
向に巻きつけ、横巻固定体用面ファスナーのループ面９２に、横巻固定体用面ファスナー
のフック面９１を合わせて固定する際、すなわち、設置の際に、横巻固定体８を強く引っ
張ることで大きな力をかけても、横巻固定体８の帯体３への取付箇所に補強片８１がある
ので、帯体３が湾曲して潰れるように変形してしまうこともないので、より強固に固定さ
れることになる。
　また、１本の横巻固定体８を取り付けるだけで強固に固定することができるので、簡単
に設置することができる。
【００３４】
　加えて、ネット挟持片４の接触面側に補強帯４１を設けることで、より強固に固定され
るので、大きな力がかけられても取り付け位置を保つことができる。
【符号の説明】
【００３５】
　１　バレーボール用ネット
１０　アンテナ
１１　上部白帯
１２　下部白帯
１３　ネット本体
　２　アンテナ収納体
　３　帯体
　４　ネット挟持片
４１　補強帯
　５　固定片
６１　帯体用面ファスナーのフック面
６２　帯体用面ファスナーのループ面
７１　固定片用面ファスナーのフック面
７２　固定片用面ファスナーのループ面
　８　横巻固定体
８１　補強片
９１　横巻固定体用面ファスナーのフック面
９２　横巻固定体用面ファスナーのループ面
【要約】　　　（修正有）
【課題】バレーボール用アンテナの設置が容易であり、さらに、高校生レベルの競技者が
使用しても、バレーボールアンテナの垂直状態を保つことができる、バレーボールアンテ
ナの取付具を提供する。
【解決手段】上端側が開放した袋状のアンテナ収納体２と、該アンテナ収納体２の側部に
連続して形成された帯体３とを有し、該帯体３の上端側には、ネット挟持片４がネット１
を挟み込み可能に接続されており、該帯体３の下端側には、帯体３と同程度の幅で該ネッ
ト挟持片４の下部と重なる長さの固定片５が、折り返し可能に接続されており、該帯体３
の該ネット挟持片４との内側面には互いに結合し合う面ファスナーを有し、該帯体３には
、該アンテナ収納体２を巻き込んで該帯体３の横方向に巻き付く横巻固定体用面ファスナ
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【選択図】図１

【図１】 【図２】
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